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②5年「日本に生活するということ」
(1)－②での話し合いの結果,<降水量が多いのに，どの家にも給水タンクがあるのはな
ぜか＞という学習問題ができ，予想について話し合った。
子どもの予想は，大きく二つの観点に基づいて話されていた。
そこで，子どもに，予想が二つの観点に分けられることを伝え，何と何に分かれるのか
を考えさせた。
二つの観点に基づく予想とは，「給水タンクは，水不足対策のため」という見方と，「給
水タンクは，豊富な降水を有効利用するため」という見方の二つである。
子どもの発言した予想を，二つの観点によって整理すると以下のようになる(資料8）。
|A水不足対策のため
･給水タンクがあるということは，台風で水が飲めなくなって大変になるから，飲み
水を貯めておく必要がある。
･地図で見ると，那覇の川は短いから，雨が降ってもすぐに流れてしまうから，飲み
水が不足するので，水を貯めておく。
･沖縄は，面積が小さく，浄水場やダムを作るスペースがないから，緊急用に水を貯
めている。
|B豊富な降水を有効利用するため
･雨が多くて水が多いから，その水を貯めておいて利用できないかと考えた。
．（那覇の人々は)雨が多いから，利用できないかと考えたのだと思う。
･海津町でも，水を利用していたから，きっと沖縄でも利用していると思う。
資料8二つの観点に分けられた予想
二つの観点に分けて板書し出した後は，自分の考えの観点を明確にして，話させるよう
にした。
すると，子どもは，自分の意見の立場を明確にして話すだけではなく，違う観点に基づ
く予想に対しての反論が出てきた。
観点を明確にして話すことにより，子どもは，自他の考えを比べて考え，立場を明らか
にして発言するようになった。結果，それぞれの予想についての関係づけと再構成が活性
化した。また，再構成されていく考えや根拠を板書に位置づけていった(資料9)。
その後は，自分の主張をより確かなものにするために，既習や地図帳に載っている情報
をもとにしたり，自分たちの予想を検証しようとする姿が見られ始めた。
予想の際に,観点を
明確にすることによ
り，自他の考えの比較
や統合が行われ､関係
づけと再構成が進ん
だ。
その結果，「予想が
正しいか検証した
い｡」という意欲が生
まれ,次の学習活動の
必要感が生まれたの
である。
鼬…麓認:,盗韓峯韓峯蕊
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資料9再構成される考えや根拠を板書に位置づける
－23－
(3)考えを比較して，よりよい選択をさせる
5年「日本に生活するということ」
(2)－②で紹介した，予想について検証していく学習活動の場面である。
調べ活動は，子どもの持つ資料集を使って，班ごとに行った。
その際，検証効率を上げるために，班で協力し
て調べながら，考えたことについて話し合ってい
った。予想を裏付ける資料を探し，複数の資料を
比較しながら，読み取れる情報について検証に役
立つものを選び，相手が納得いく説明ができるこ
とは，大人が想像しているよりもずっと難しい。
難易度が高い学習活動におけるグループ学習の
効果は高かった(資料10)｡
調べ考えたことについて話し合う場面では，子
資料10調べながら，互いの考えを関係づけト4'判一J′ｰ'ー､－ー‘ー‐=“箔uH,-/L－1／，Z‘ﾉ山、’○、，」
ども自らが考えを比較・関連づけ，検証資料や資
再構成していく
料から考えられることについての選択を行いな
がら，考えの再構成を行っていった(資料11)。
Cl:資料集22頁を見て下さい。資料②の上の方に，降った雨はすぐに海に流れてしまいま
すとあるから，給水タンクが備えられているのだと思います。
C2:沖縄には，アメリカ軍用地があるので，そこにも少し分けるので，あると思う。
C3:C1さんが言うように，降った雨はすぐ、に流れるので，昔から水瓶で水を貯めていたの
で，沖縄ではその伝統を今も受け継いでいると思う。
C4:資料集25頁の資料④を見て下さい。太陽光による発電をしているということは光が強
いということですね。だから，水が蒸発してしまい，水不足になるのだと思う。
C5:C3さんは伝統と言ってたんですけど，私たちは水不足のために，昔の知恵を真似して
作っていると思います。水不足にならないように給水タンクがつけられていると思う。
T:昔は水不足だったというのは，事実ですね？
C6:今の発言から思ったんですが，昔からタンクがあれば水不足にはならない。だから，
それはおかしいと思う。
C7:浄水場やダムがあって，水不足にならないように，今できて，昔は給水タンクがない
から，伝統ではないと思います。
資料11考えを比較し，より良い選択をしようとしている話し合いの様子
考えを比較させて，よりよい選択が自然と行われていったのは何故か。
一つは，学習問題を作るまでに，那覇の住宅を見て分かることを，じっくりと読み取っ
たことにより，個人の疑問がみんなで探究したい問題意識に高まったからであろう。
教師が，唐突に学習問題を与えたり，子どもから出た疑問をすぐに学習問題に位置づけ
たりするのではなく，個々の疑問が全体に共有され，淘汰され，学習問題となって，自然
に探究が始まる状態まであせらなかったことが良かったのだと思う。
事実がもつ意味について考えさせたり，観点を明確にして話をさせたりして，子どもの
思考に気を配りながら授業を進めることが良いのだとあらためて実感した。
関係づけ再構成する手だてに挙げた三つは，それぞれに独立した手だてではあるが，互
いに関係づけ再構成を活性化させる作用を引き出し合う側面をもっていることが見えて
きた。
－24－
5成果と課題
（1）事実がもつ意味について考えさせる
社会科では，確かな事実への認識をもとに，それらを関係づけ再構成していくことによっ
て，社会へ獲得してゆくことが大切である。
3，4年複式では,｢3R運動」という事実がもつ意味について考えさせることで，子ど
もの意欲的な関係づけを引き出すことができ，結果として学習内容の理解も深めることがで
きた。
5年生では，那覇市の住宅は，「どの家にも給水タンクがある」という事実がもつ意味に
ついて考えさせることで，南西諸島の気候などの既習を生かして，事実についての理解や疑
問が関係づけられ，学習問題の成立と意欲的な探究が始まっていった。
どちらの実践例も，事実のもつ意味について考えることにより，事実がわたしたちの生活
とどのように関わっているのか見えてきたことによって，主体性のある関係づけにつながっ
ていったと考える。
社会科は，初めて出会う言葉や事実が多い教科である。授業において，事実がもつ意味に
ついて考えさせることができる時間は限られており，実際の授業では，常に確かな事実への
認識や共通理解がされないままに言葉のみが独り歩きして話し合われる恐れがある。必要感
に応じて事実がもつ意味について考えさせることは，もちろん必要である。しかし，本時で
は，どの事実について考えさせることが大切なのか，事実の選択や，資料や調べ活動の工夫
などをしながら，授業者は，学習の確かな見通しを立てることを怠ってはならない。
（2）観点を明確にして，話をさせる
3，4年複式では，「市の政策から社会全体を考える」と「人々の生活」という観点を明
確にして，話をさせた。
5年生では，「水不足対策のため」と「豊富な降水を有効利用するため」という観点を明確
にして，話しをさせた。
どちらも,話し手に，自分がどんな観点で話そうとしているのかを意識させるためである。
話の観点を明確にすると，子どもは，他の話し手が自分と同じ観点で話すのか否かを判断
し，自分の考えと比べながら聴くようになった。それぞれの考えを，関係づけ再構成し，新
たな自分の考えを生み出していった。
観点を明確にすることに関連して，観点を板書などで分かりやすく整理することは，関係
づけ再構成するための，大きな支援になると感じた。子どもが思考を関連付け再構成する助
けになる板書や発問などを重ねていくことにより，自然と観点が明確なる工夫についても考
えていきたい。
（3）考えを比較して，よりよい選択をさせる
5年生では，予想について調べ検証していく場面を使って，考えを比較してよりよい選択
をさせることをねらった。
検証ができる資料を探し，予想と資料から分かることとをつなげて考え，相手が理解でき
るように話すことは難しい。しかし，関係づけ再構成する手だての（1）と（2）を大切にしなが
ら学習を進めたり，班などの小単位による学習活動を行ったりした結果，子どもは，自ら考
えを比較してよりよい選択をし始めていった。関係づけ再構成する手だては，それぞれに影
響し合い，関係づけ再構成への支援効果を高め合うと感じた。
今後は，予想を検証する場面以外でも，考えを比較してよりよい選択をさせることをねら
った実践を行い，研究を進めていきたい。
－25－
